
 平 成 １ ５ 年 度  第 ２ 回 
工 事 担 任 者 試 験 問 題  資

格 デ ジ タ ル 第 ３ 種 
 

注  意  事  項  

１  試験開始時刻       １２時４０分 

２  試験科目数別終了時刻 
 科 目 数 １  科  目 ２  科  目 ３  科  目 

 終 了 時 刻 １ ３ 時 ２ ０ 分 １ ４ 時 ０ ０ 分 １ ４ 時 ４ ０ 分 

３  試験科目別の問題数(解答数)及び試験問題ページ 
  問 題 数 ( 解 答 数 )  試 験 問 題 

 
科       目 

第 １ 問 第 ２ 問 第 ３ 問 第 ４ 問 第 ５ 問 ペ ー ジ 

 電 気 通 信 技 術 の 基 礎 ４ ５ ４ ４ ４ Ｗ － 1 ～ 5 

 端末設備の接続のための技術 ５ ５ ５ ５ ― Ｗ － 6 ～ 9 

 端末設備の接続に関する法規 ５ ５ ５ ５ ― Ｗ － 10 ～ 13 

４ 受験番号等の記入とマークの仕方 

(１)  マークシート（解答用紙）にあなたの受験番号、生年月日及び氏名をそれぞれ該当枠に記入してください。 

(２)  受験番号及び生年月日に該当する箇所を、それぞれマークしてください。 

(３)  生年月日の欄は、年号をマークし、生年月日に１けたの数字がある場合、十の位のけたの「０」もマークしてく

ださい。 

[記入例]  受験番号  ０１Ｗ９２１１２３４               生年月日  昭和５０年３月１日 
受　　験　　番　　号

000000000

1111111Ｑ11

2222222Ｒ2

333333Ｓ3

444444

5555Ｕ5

6 6666

77 7777

8

9

888

999

88

99

Ｐ

5

Ｔ

6

Ｗ

4

5

6

7

8

9              

生　年　月　日

000000

111111

22222

33333

4444

5555

66 66

777

9

8 8 8

99

年 号

年 月 日

大
正

昭
和

平
成

Ｈ

Ｔ

 
５ 答案作成上の注意 

(１)  解答は、別に配付するマークシート（解答用紙）の該当欄の正解として選んだ番号マーク枠を、黒の鉛筆（ＨＢ

又はＢ）で濃く塗りつぶしてください。 

① ボールペン、万年筆などでマークした場合は、採点されませんので、使用しないでください。 

② 一つの問いに対する解答は一つだけです。二つ以上マークした場合、その問いについては採点されません。 

③ マークを訂正する場合は、プラスチック消しゴムで完全に消してください。 

(２)  免除の科目がある場合は、その科目欄は記入しないでください。 

(３)  この問題用紙に記入しても採点されません。 

６ 合格点及び問題に対する配点   

(１)  各科目の満点は１００点で、合格点は６０点以上です。 

(２)  各問題の配点は、設問文の末尾に記載してあります。  

マークシート（解答用紙）は、絶対に折り曲げたり、汚したりしないでください。 

 

受 験 番 号 

（控 え） 

（今後の問い合わせなどに必要になります。） 

次ページ以降は試験問題です。試験開始の合図があるまで、開かないでください。 



Ｗ－1

電気通信技術の基礎

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図－１に示すように、最大目盛が２０ミリアンペアの電流計Ａに３０キロオームの抵抗を直

列に接続して電圧計を作った。この電圧計は、最大 (ア) ボルトまで測定できる。ただし、

電流計の内部抵抗は無視するものとする。 (５点)

① ６,０００ ② ３,０００ ③ １,５００

④ ６００ ⑤ ３００ ⑥ １５０

(２) 図－２に示す回路において、端子ａ－ｂ間の合成インピーダンスは、 (イ) オームであ

る。 (５点)

① ６ ② ９ ③ １３ ④ １７ ⑤ ２０ ⑥ ２８

の(３) 図－３に示す回路において電圧Ｖを加えると、電流Ｉ Ｉ 、Ｉ 、が流れる。このときＩＲ、 Ｃ Ｌ Ｃ

値がＩ の値より大きいと、合成電流Ｉの位相は電圧Ｖに対して (ウ) 。 (５点)Ｌ

① 同相となる ② 遅れる ③ 進 む

(４) 正弦波でない交流は、ひずみ波交流といわれ、周波数の異なる幾つかの正弦波交流に分解し

て表すことができる。これらの正弦波交流のうち、周波数が最も低いもの以外は、 (エ)

といわれる。 (５点)

① 基本波 ② 高調波 ③ 反射波 ④ 高次波 ⑤ 固有波

図－１

３０〔kΩ〕

Ａ

図－２

ｂａ
Ｒ＝５〔Ω〕 ＸＣ＝１２〔Ω〕

　　図－３

ＣＸＲ ＬＸ

Ｉ

Ｖ

ＩＲ ＩＣ ＩＬ



Ｗ－2

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 半導体に不純物を加えることにより、整流効果、 (ア) 効果、熱電効果の現象を得るこ

とができる。 (４点)

① 静 電 ② 電 磁 ③ 反 射 ④ 光 電

(２) 図に示すトランジスタ増幅回路は、エミッタ接地形回路と比較すると、電圧利得が

(イ) 。 (４点)

① 大きい ② 小さい ③ 等しい

(３) ツェナーダイオードは、逆方向電圧の (ウ) 特性を持つ半導体である。 (４点)

① 負帰還 ② 定電圧 ③ 減 衰 ④ 周波数

(４) トランジスタを用いた増幅回路には、トランジスタの入出力端子の選び方により３種類の接

地方式がある。これらの接地方式のうち、入出力電流がほぼ等しくなる回路は、 (エ) 接

地の増幅回路である。 (４点)

① ベース ② エミッタ ③ コレクタ

(５) 可変容量ダイオードは、 (オ) 電圧の大きさにより、静電容量が変化する。 (４点)

① 高周波 ② 低周波 ③ 逆方向に加える ④ 順方向に加える

Ｃ
入力端子

Ｒ1

Ｒ2
Ｒ3

出力端子

＋Ｂ



Ｗ－3

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 次の論理関数Ｘは、ブール代数の公式等を利用して変形し、簡単にすると、 (ア) にな

る。 (５点)

Ｘ ＝ Ａ･(Ａ＋Ｂ)＋Ａ･Ｂ

① Ａ ② Ａ･Ｂ ③ Ａ･Ｂ ④ Ａ＋Ｂ ⑤ Ａ＋Ｂ

(２) 図－１の論理回路において、入力ａ及び入力ｂの論理レベルと出力ｃの論理レベルとの関係

が表－１の真理値表で示されるとき、表中の出力レベルＷ、Ｘ、Ｙ、Ｚは、それぞれ

(イ) である。 (５点)

① ０、１、１、０ ② ０、１、０、１ ③ ０、０、１、０

④ １、０、１、０ ⑤ ０、０、０、１

(３) 図－２の論理回路において、Ｍの論理素子が (ウ) であるとき、入力ａ及び入力ｂの論

理レベルと出力ｃの論理レベルとの関係は、表－２の真理値表で示される。 (５点)

(４) 図－３に示すベン図において、Ａ、Ｂ及びＣは、それぞれの円の内部を表すとき、塗りつぶ

した部分を示す論理式は、 (エ) で表すことができる。 (５点)

① Ｂ･Ｃ ② Ａ＋Ｂ＋Ｃ ③ Ａ･Ｂ＋Ａ･Ｃ ④ Ａ･Ｂ＋Ｂ･Ｃ＋Ａ･Ｃ

図－２

② ③ ④

入力ｂ

入力ａ
出力ｃＭ

① ⑤

表－２
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図－３
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図－１

表－１



Ｗ－4

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

１、 ２ ３(１) 図－１において、入力電圧Ｖ が０.４ミリボルト、増幅器ＡＭＰ ＡＭＰ 及びＡＭＰＩ

の利得がそれぞれ１０デシベル、１０デシベル及び２０デシベルのとき、出力電圧Ｖ は、Ｏ

(ア) ミリボルトである。ただし、入出力各部のインピーダンスは、すべて同一値で整合

しているものとする。 (５点)

① ２０ ② ４０ ③ ８０ ④ ２５０

(２) 図－２に示すように、信号の伝送方向が同一の隣接した二つのアナログ電気通信回線間では、

一方の電気通信回線の信号が他方の電気通信回線に妨害を与える (イ) がある。ただし、

電気通信回線１及び電気通信回線２は、それぞれインピーダンスＺ 及びＺ で整合している１ ２

ものとする。 (５点)

① 反 響 ② 鳴 音 ③ 熱雑音 ④ 遠端漏話

(３) メタリックケーブルの接続について述べた次の二つの記述は、 (ウ) 。 (５点)

Ａ インピーダンスの異なるメタリックケーブルを接続して音声周波数帯域などの信号を伝送

するとき、その接続点における電圧、電流には反射現象が生ずる。

Ｂ メタリックケーブルを用いて信号を伝送するとき、線路のインピーダンスに対する送端イ

ンピーダンスの比が２のとき、最も効率よく信号が伝送される。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) ０.１ミリワットの電力を絶対レベルで表すと、 (エ) dＢm である。 (５点)

① ０.１ ② ０ ③ －１ ④ －１０

発振器

ＡＭＰ１ ＡＭＰ３ＡＭＰ２

ＲＶＩ ＶＯ

図－１

発振器

発振器

受端送端

図－２

Ｚ1信号の伝送方向

信号の伝送方向

Ｚ1

Ｚ２

Ｚ２２

1

電気通信回線１

電気通信回線２



Ｗ－5

第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) ＡＭ方式は、通常、伝送する信号の (ア) により搬送波の振幅を変化させるものである。

(５点)

① 位 相 ② 振 幅 ③ 周波数 ④ 周 期

(２) 原信号をサンプリングして得たパルスの振幅を２進符号化して表したものは、 (イ) 信

号である。 (５点)

① ＰＡＭ ② ＰＰＭ ③ ＰＣＭ ④ ＰＷＭ

(３) べースバンド伝送方式において、パルスの最短エレメント時間長が５.２マイクロ秒である

デジタル信号のデータ信号速度は、約 (ウ) キロビット／秒である。 (５点)

① ５２ ② ６４ ③ １９２

(４) 光パルスは光ファイバ内を伝搬する間にその波形に時間的な広がりを生ずる。この現象は

分散といわれ、発生要因別に、 (エ) 分散、材料分散及びモード分散の三つに大別される。

(５点)

① 速 度 ② トラヒック ③ 構 造



Ｗ－6

端末設備の接続のための技術

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２５点)

(１) 図の伝送路符号形式は、 (ア) 方式といわれる。 (５点)

① ＳＹＮ ② 複流ＮＲＺ ③ 複流ＲＺ ④ 単流ＮＲＺ ⑤ 単流ＲＺ

(２) ＯＳＩ参照モデルに関する次の二つの記述は、 (イ) 。 (５点)

Ａ 物理層では、通常、ＣＲＣにより伝送エラーの検出を行っている。

Ｂ 物理層では、通常、ビット単位でデータ伝送を行っている。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) データ伝送において、端末装置の処理速度(データを送信したり受信したりする処理速度)と

データ伝送回線の処理速度は、相違しているのが普通であるが、このように処理速度が異なる

場合でもデータ伝送を正常に行うために必要とされる機能は、 (ウ) といわれる。(５点)

① 再送制御 ② コネクションの多重化 ③ フロー制御

④ 優先制御 ⑤ エコーバック

(４) 伝送制御手順における (エ) フェーズでは、データが通信する相手に確実に受信される

か否かを、データ転送に先立ち確認している。 (５点)

① 回線の接続 ② 送受信準備 ③ データリンクの確立

④ 情報メッセージ ⑤ ＡＣＫ

(５) 分岐方式で構成された回線を使用するデータ通信システムにおいて、メッセージの送信権を

制御する計算機センタから個々の端末装置に対して、規則的にメッセージの送信を勧誘する動

作は、 (オ) といわれる。 (５点)

① レスポンス ② セレクティング ③ コマンド

④ コンテンション ⑤ ポーリング

０

－Ｅ

０ １ １ ０ ０ １ １



Ｗ－7

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２５点)

(１) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースの参照構成は、ＮＴ１、ＮＴ２、ＴＡ、ＴＥ１及び

ＴＥ２の機能群並びにＳ、Ｔ及びＲの参照点から構成される。このうち、ＮＴ１は、加入者通

信回線を終端し、ＯＳＩ参照モデルの (ア) に相当する機能を有している。 (５点)

① レイヤ１ ② レイヤ２ ③ レイヤ３ ④ レイヤ５

(２) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェース(２Ｂ＋Ｄ)について述べた次の二つの記述は、

(イ) 。 (５点)

Ａ Ｂチャネルは、ユーザ情報信号及び回線交換を行うための呼制御用信号の伝送に用いるこ

とができる。

Ｂ Ｄチャネルは、１本で最大２本のＢチャネルを制御することができる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースのレイヤ２に規定されるＬＡＰＤでは、 (ウ)

を用いて複数の論理リンクを識別することができる。 (５点)

① ＳＡＰＩ及びＴＥＩ ② ＦＣＳ ③ 制御フィールド ④ 情報フィールド

(４) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースのレイヤ１では、複数の端末が一つのＤチャネルを

共有するため、Ｄチャネルへの正常なアクセスを確保するための制御手順として、 (エ)

が規定されている。 (５点)

① ピンポン伝送方式 ② エコーキャンセラ方式 ③ エコーチェック方式

④ 共通線信号方式

(５) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースでの回線交換の呼制御手順において、発信端末から

(オ) を受信した網は、網から発信端末へＤチャネルを用いて呼設定受付メッセージを送

出する。 (５点)

① Ｄチャネルを用いた呼設定メッセージ ② Ｂチャネルを用いた呼設定メッセージ

③ Ｄチャネルを用いた呼出メッセージ ④ Ｂチャネルを用いた応答メッセージ



Ｗ－8

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２５点)

(１) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおいて、 (ア) 層の主な機能には、呼の設定、

維持、解放、各種付加サービス要求などに対しての制御機能がある。 (５点)

① 物 理 ② データリンク ③ ネットワーク

④ トランスポート ⑤ セション

(２) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インターフェースにおけるレイヤ２のすべてのフレームは、特定符

号 ０１１１１１１０ の８ビットから成る (イ) によりフレームの開始と終結が識別され

る。 (５点)

① アドレスフィールド ② 制御フィールド ③ 情報フィールド

④ フラグシーケンス ⑤ フレームチェックシーケンス

(３) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースで使われるＴＥＩに関する次の二つの記述は、

(ウ) 。 (５点)

Ａ ＴＥＩは、端末側で手動により設定する方法とネットワーク側で自動的に設定する方法が

ある。

Ｂ ＴＥＩは、同一インタフェース上に収容されている端末を識別するのに用いられている。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおける確認形情報転送手順では、転送フレームに

(エ) を付けて、フレームの送達確認やフロー制御を行っている。 (５点)

① サービスアクセス ② チェックビット ③ フラグビット ④ 順序番号

⑤ 論理チャネル番号

(５) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおけるＢチャネルの機能に関する次の二つの記述

は、 (オ) 。 (５点)

Ａ ポイント・ツー・マルチポイントリンクを用いれば、同一Ｂチャネル上で複数の端末が同

時に通信を行うことができる。

Ｂ Ｂチャネルでは、回線交換モードとパケット交換モードのいずれのモードでも、ユーザ情

報を送受信することができる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない



Ｗ－9

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２５点)

(１) 絶縁抵抗について述べた次の二つの記述は、 (ア) 。 (５点)

Ａ 絶縁物には全く電流が流れないのではなく、漏れ電流といわれる電流が流れる。絶縁抵抗

の値は、印加電圧と漏れ電流の積で表される。

Ｂ 屋内配線等の絶縁抵抗を測定するには、通常、検流計が用いられる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) フラットプロテクタは、通信用フラットケーブルを床タイル上に配線する場合、主として、

ケーブルを (イ) 保護するために使用される。 (５点)

① 熱から ② 湿気から ③ 電気的に ④ 絶縁して ⑤ 機械的に

(３) 強電流施設による通信用ケーブルへの誘導には、電圧成分を誘導源とする (ウ) と、電

力線の地絡故障電流や交流電気鉄道の給電電流などの電流成分を誘導源とする電磁誘導がある。

(５点)

① 静電誘導 ② 自己誘導 ③ 誘導電界 ④ 電 食

(４) ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０では、商用電源などの外部からの給電が停止しても、最小限のサ

ービスが受けられるよう制限給電状態を規定している。制限給電状態におけるＮＴの給電部１

からの供給電力は、最大 (エ) ミリワットである。 (５点)

① ３００ ② ３８０ ③ ４２０ ④ ５２０ ⑤ ６００

(５) ＩＳＤＮユーザ・網インタフェースの参照構成において、アナログ端末などの非ＩＳＤＮ端

末を網に接続するためには、ＴＡが必要である。このＴＡと非ＩＳＤＮ端末との間の参照点は、

(オ) 点といわれる。 (５点)

① Ｓ／Ｔ ② Ｓ ③ Ｔ ④ Ｒ



Ｗ－10

端末設備の接続に関する法規

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢電気通信事業法｣に

規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２５点)

(１) 次の記述のうち、誤っているものは、 (ア) である。 (５点)

① 電気通信業務とは、電気通信事業者の行う電気通信役務の提供の業務をいう。

② 電気通信役務とは、有線、無線その他の電磁的方式により、符号、音響又は影像

を送り、伝え、又は受けることをいう。

③ 電気通信設備とは、電気通信を行うための機械、器具、線路その他の電気的設備

をいう。

④ 電気通信回線設備とは、送信の場所と受信の場所との間を接続する伝送路設備及

びこれと一体として設置される交換設備並びにこれらの附属設備をいう。

(２) 工事担任者試験に合格しても、総務大臣から工事担任者資格者証の交付を受けられないこと

がある者について述べた次の二つの記述は、 (イ) 。 (５点)

Ａ 工事担任者資格者証の返納を命ぜられ、その日から１年を経過しない者

Ｂ 電気通信事業法の規定により罰金以上の刑に処せられ、その執行を終わり、又はその執行

を受けることがなくなった日から２年を経過しない者

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 次の二つの記述は、 (ウ) 。 (５点)

Ａ 端末設備とは、電気通信回線設備であって、一の部分の設置の場所が他の部分の設置の場

所と同一の建物内又は同一の室内であるもののみをいう。

Ｂ 自営電気通信設備とは、第一種電気通信事業者以外の者が設置する電気通信設備であって、

専用設備及び端末設備以外のものをいう。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) 端末設備の接続の技術基準は、これにより電気通信事業法に規定する三つの事項が確保され

るものとして定められなければならないが、これらの事項のうち、二つについて述べた次の記

述は、 (エ) ｡ (５点)

Ａ 相手の端末設備と正常な通信が可能となるようにすること。

Ｂ 電気通信回線設備を損傷し、又はその機能に障害を与えないようにすること。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) 次の二つの記述は、 (オ) 。 (５点)

Ａ 総務大臣は、その指定する者に、端末設備の機器について、技術基準適合認定を行わせる

ことができる。

Ｂ 総務大臣は、技術基準適合認定を受けていない端末設備の機器について、それを受けるべ

きことを命ずることができる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない



Ｗ－11

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢工事担任者規則｣

(これに基づく告示を含む。)及び｢有線電気通信設備令｣に規定する内容に照らして最も適したも

のを選び、その番号を記せ。 (小計２５点)

(１) 利用者が端末機器を電気通信回線設備に接続する場合について述べた次の二つの記述は、

(ア) 。 (５点)

Ａ 技術基準適合認定を受けた端末機器をアダプタ式ジャック方式により電気通信回線設備に

接続するときは、工事担任者を要する。

Ｂ 技術基準適合認定を受けた端末機器を第一種電気通信事業者が別に告示する方式により電

気通信回線設備に接続するときは、工事担任者を要しない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) 次の二つの記述は、 (イ) 。 (５点)

Ａ デジタル第３種工事担任者は、端末設備に収容される電気通信回線の数が１を超えるもの

をアナログ伝送路設備に接続するための工事を行い、又は監督することができない。

Ｂ デジタル第３種工事担任者は、自営電気通信設備に収容される電気通信回線の数が１のも

のをアナログ伝送路設備に接続するための工事を行い、又は監督することができる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 次の二つの記述は、 (ウ) 。 (５点)

Ａ 工事担任者は、資格者証を汚したためにその再交付の申請をしようとするときは、所定の

様式の申請書に、当該資格者証又は住民票の写し若しくは氏名及び生年月日を証明する書類

を添えて、総務大臣に提出しなければならない。

Ｂ 工事担任者資格者証の返納を命ぜられた者は、その処分を受けた日から１０日以内にその

資格者証を総務大臣に返納しなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) 通信回線(導体が光ファイバであるものを除く。)の線路の電圧は、 (エ) ボルト以下で

なければならない。ただし、電線として (オ) のみを使用するときは、この限りでない。

(５点×２＝１０点)

① ５０ ② １００ ③ ２５０ ④ ３００ ⑤ ６００

⑥ 強電流電線 ⑦ ケーブル ⑧ 銅 線 ⑨ 絶縁電線



Ｗ－12

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣

に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２５点)

(１) 次の二つの記述は、 (ア) 。 (５点)

Ａ 発信とは、通信を行う相手を呼び出すための動作をいう。

Ｂ 選択信号とは、主として相手の配線設備を指定するために使用する信号をいう。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) 端末設備は、 (イ) から漏えいする通信の内容を意図的に識別する機能を有してはなら

ない。 (５点)

① 他の端末設備 ② 事業用電気通信設備

③ 自営電気通信設備 ④ 専用設備

(３) 端末設備の機器の金属製の台及び筐体は、接地抵抗が (ウ) となるように接地しなけれ
きょう

ばならない。ただし、安全な場所に危険のないように設置する場合にあっては、この限りでな

い。 (５点)

① １０オーム以下 ② １０オーム以上 ③ １００オーム以下 ④ １００オーム以上

(４) 次の二つの記述は、 (エ) 。 (５点)

Ａ 通話機能を有する端末設備は、通話中に受話器から過大な音響衝撃が発生することを防止

する機能を備えなければならない。

Ｂ 配線設備等の電線相互間及び電線と大地間の絶縁抵抗は、直流２５０ボルトの電圧で測定

した値で１メガオーム以上でなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) 総合デジタル通信端末とは、 (オ) 設備であって、総合デジタル通信用設備に接続さ

れるものをいう。 (５点)

① 電 力 ② 配 線 ③ 保 安 ④ 端 末



Ｗ－13

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣

に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２５点)

(１) アナログ電話端末の基本的機能及び発信の機能について述べた次の二つの記述は、

(ア) 。 (５点)

Ａ アナログ電話端末の直流回路は、発信又は応答を行うとき閉じ、通信が終了したとき開く

ものでなければならない。

Ｂ 自動的に選択信号を送出する場合にあっては、直流回路を閉じてから３秒以上経過後に選

択信号の送出を開始するものでなければならない。ただし、電気通信回線からの発信音又は

これに相当する可聴音を確認した後に選択信号を送出する場合にあっては、この限りでない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) アナログ電話端末の選択信号が押しボタンダイヤル信号である場合、その信号のミニマムポ

ーズとは、 (イ) をいう。 (５点)

① 隣接する信号間の休止時間の最小値

② 隣接する信号間の休止時間の最大値

③ ダイヤルパルスのメーク時間とブレーク時間の和の平均値

(３) アナログ電話端末の選択信号が押しボタンダイヤル信号である場合、その信号の低群周波数

は、 (ウ) までの信号周波数が用いられている。 (５点)

① ３００ヘルツ帯から６００ヘルツ帯 ② ６００ヘルツ帯から９００ヘルツ帯

③ ８００ヘルツ帯から１,３００ヘルツ帯 ④ １,２００ヘルツ帯から１,６００ヘルツ帯

(４) アナログ電話端末の直流回路の電気的条件等について述べた次の二つの記述は、 (エ) 。

(５点)

Ａ 直流回路を開いているときの直流回路の直流抵抗値は、４メガオーム以上でなければなら

ない。

Ｂ アナログ電話端末は、電気通信回線に対して直流の電圧を加えるものであってはならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) 直流回路を閉じているときのアナログ電話端末の直流回路の電気的条件について述べた次の

二つの記述は、 (オ) 。 (５点)

Ａ ダイヤルパルスによる選択信号送出時における直流回路の静電容量は、１マイクロファラ

ド以下でなければならない。

Ｂ 直流回路の直流抵抗値は、２０ミリアンペア以上１２０ミリアンペア以下の電流で測定し

た値で５０オーム以上３００オーム以下でなければならない。ただし、直流回路の直流抵抗

値と第一種電気通信事業者の交換設備からアナログ電話端末までの線路の直流抵抗値の和が

５０オーム以上１,７００オーム以下の場合にあっては、この限りでない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない




